
広報とうやこ　2019 年１月５

新年の抱負
再び甲子園出場へ！

　さい頃からの夢だった甲子園出場を実現し、昨
　　年は、充実した１年でした。自分の力がどれだ
け通用するのかを知りたくて、埼玉県の強豪校花咲
徳栄高校に入学。1 年生の秋からは、１番センター
として練習に励み、埼玉大会で４連覇を飾り、夏の

　　シーズンは、ファーイーストカップの大回転で、
　　アジアチャンピオンになり、その結果、今シー
ズンのワールドカップ（W 杯）全戦出場の権利を獲
得しました。
　昨年の５月からヨーロッパを拠点にして、イタリ

花咲徳栄高校　橋本吏功さん（２年・虻田中出身）

甲子園大会出場を勝ち取
りました。
　今年は高校生の最後の
年でもあり、なんとして
も埼玉大会で優勝し、再
度甲子園に出場したいと
思っています。個人的に
は、あと９本に迫った高
校通算ホームラン 30 本
を絶対に達成したいと思
います。

北京オリンピック代表へ
（株）ブレイン　新賢範さん（25 歳・虻田中出身）

ア、ドイツなどでトレー
ニング行ってきました。
１月から２月にかけて、
これから残り４レースが
あり、上位を目指して頑
張りたいと思います。
　最終目標は、３年後の
北京オリンピック代表
で、そのために一歩一歩
前進していきたいと思い
ます。

地域の人に支えられる芸術館に

　　館 10 周年を区切りに、今までの指定管理から
　　町の直営に戻ることになり、引継ぎと準備のた
め昨年 10 月に学芸員として着任しました。
　洞爺湖町については、小さな町に、多くの美術作
品を持った施設であることに驚きましたし、芸術館

洞爺湖芸術館学芸員　山本みどりさん（36 歳・洞爺第４）

が本当に地域で愛されて
いる施設であることを強
く実感しているところで
す。
　友の会の皆さんが大
切に築いてきた芸術館
が、これからも町民に愛
され、地域に親しまれる
施設であることを目指し
て、運営に取り組んでい
きたいと思います。

開

小 昨

　　年の 11 月 23、24 日の両日、兵庫県で行われ
　　た第23回ジャパンクラシックマスターズパワー
リフティング選手権大会の 120㌔超級に初出場し、
3 種目で 557. ５㌔を記録して優勝しました。
　パワーリフティングは、筋力トレーニングが糖尿

世界大会に挑戦
川越トレーニングジム　木藤大幹さん（42 歳・虻５区）

病の改善に効果的だと聞
き、会社の同僚の勧めも
あって始めました。
　現在は、数値も安定し、
体調も良好な状態です。
　世界大会の出場資格も
得ることができたので、
もっと実力をあげて、世
界でも闘ってみたいで
す。

昨


